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三
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
町
の
一
年
間
の
お
金
の
使
い
道
を
示
し
た
「
平

成
二
十
六
年
度
の
各
会
計
予
算
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
ど
う
関
わ
っ

て
く
る
の
か
、
本
年
度
の
予
算
の
内
容
や
町
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

平成26年度の予算を紹介
串

釧

櫛

屑

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空

偶
偶

一般会計 43億一般会計 43億33,000,000万万円円
消防無線デジタル化と分団詰所建設による消防機能の充実

え
り
も
町
独
自
で
確
保
で
き
る
自
主
財
源

は
、
約
五
千
三
十
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
繰
入
金
と
し
て
、
町
の
貯
金
に
当
た

る
基
金
を
約
二
億
二
千
五
百
万
円
取
り
崩
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
町
税
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
昆
布
漁
な
ど
の
不
漁
に
よ
る
事
業
所
得
の

減
な
ど
で
、
約
七
百
万
円
減
少
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
が
大
き
く
見
込
め
な
い
た
め
、

町
の
予
算
は
地
方
交
付
税
や
国
、
道
補
助
金

な
ど
の
依
存
財
源
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
変
わ
り
な
く
、
歳
入
全
体
予
算
の

七
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
長
引
い
た
景

気
低
迷
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
の
財
政
状
況
も
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
今
年
の
地
方
交
付
税
も
前
年
度
同

様
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
建
設
事
業
な
ど
の
投
資
的
経
費

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
町
の
借
入
金
に

当
た
る
町
債
の
新
規
発
行
額
は
一
億
七
千

百
四
十
万
円
増
え
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は
、前
年
度
当
初
よ
り
二
億

七
千
万
円
多
い
四
十
三
億
三
千
万
円
、六

つ
の
特
別
会
計
総
額
は
、一
億
二
千
万
円
多

い
二
十
一
億
九
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
概
要

酸
歳
出（
性
質
別
）の
状
況

酸
歳
入
の
状
況

え
り
も
町
職
員
の
給
与
（
特
別
職
含

む
）、
議
員
の
報
酬
、
各
種
諸
手
当
な
ど
に

当
た
る
人
件
費
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
約
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九
百
三
十
万
円
減
少
し
、
町
の
借
金
返
済

に
当
た
る
公
債
費
も
、
地
方
債
償
還
終
了

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
三
千
五

百
六
十
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
物
件
費
は
消
費
税
の
増
税
、
燃

料
費
高
騰
、
電
気
料
金
値
上
げ
の
影
響
に

よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
三
千
八
百
六
十

万
円
増
え
、
補
助
費
等
も
、
消
防
デ
ジ
タ

ル
無
線
整
備
や
消
防
団
第
四
分
団
詰
所
建

設
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
約
一
億
七

千
二
百
万
円
増
え
て
い
ま
す
。（
日
高
東

部
消
防
組
合
へ
負
担
金
と
し
て
支
出
）

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
公
営
住
宅
駐
車

場
整
備
工
事
、
え
り
も
岬
小
学
校
暖
房
機

更
新
、
建
設
機
械
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
庫

建
設
な
ど
に
よ
り
、
約
七
千
五
百
九
十
万

円
増
え
て
い
ま
す
。

平成26年度予算総括表

伸 率比 較25年度26年度会 計 区 分

6.7％2億7,000万40億6,000万４3億3,000万一 般 会 計

0.9％9００万9億8,300万９億9,200万国民健康保険

特

別

会

計

17.5％2,400万1億3,700万１億6,100万簡 易 水 道

13.2％4,900万3億7,200万４億2,100万診 療 所

8.2％1,500万1億8,200万１億9,700万下 水 道

6.2％2,100万3億4,000万３億6,100万介 護 保 険

3.6％2００万5,600万5,800万後期高齢者医療

5.8％1億2,000万20億7,000万２1億9,000万小 計

6.4％3億9,000万61億3,000万６5億2,000万総 計

（単位：円）
※
一
般
会
計
か
ら
六
つ
の
特
別
会
計
へ
三

億
二
千
三
百
万
円
が
繰
出
金
と
し
て
支
出

さ
れ
る
た
め
、
実
際
の
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
予
算
総
計
は
、
六
十
一
億
九
千
七

百
万
円
に
な
り
ま
す
。

【歳入】

◆町税

皆さんから納めていた

だく、町民税などの税金。

◆地方交付税

市町村の財政力に応じ

て国から交付されるお金。

◆国庫（道）支出金

町が行う特定の事業に

対して、国や北海道から

交付されるお金。

主な用語の説明

【歳出（性質別）】

◆人件費

職員給与や議員報酬など。

◆扶助費

児童、障がい者、高齢

者などに対して支援を行

う経費。

◆公債費

町の借金を返済する経費。

◆物件費

交際費、賃金、旅費な

ど消費的性質の経費

◆繰出金

一般会計と特別会計間

において支出する経費。

◆補助費等

町から他団体に対して

支払う経費、保険料など

の経費。

◆普通建設事業費

道路、橋、学校、公営住

宅など公共用施設の新増

築等の建設事業の投資的

経費。

餐 性質別分類

性質別分類は、人件
費、公債費、物件費、普
通建設事業費などに分
けるため、町の財政体質
や経費の構造がわかり
ます。

目的別分類 斬

目的別分類は、町の
行政目的別に表してい
るため、各課ごとの大
まかな予算の割合がわ
かります。
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１ ホームページリニューアル事業（594万円）

デザインの再構築や観光情報の集約化を図り情報発信強化に向けて、全面更新します。

２ 庶野テレビ中継局非常用電源工事（352万円）

災害時等の電力供給停止に備えるため、予備電源（蓄電池）を整備します。

３ 草地畜産基盤整備事業（625万円）

浦河・様似町とともに本事業を実施、牧野の計画的な草地改良を平成30年度まで行います。

４ 風の館観察用カメラ購入事業（257万円）

アザラシ観察用カメラを更新します。

５ 消防デジタル無線整備事業（１億３,５６９万円）

アナログ無線が平成２８年５月末で使用期限を迎えるため、２か年事業でデジタル化へ更新します。

６ 消防団第４分団詰所建設事業（１,２００万円）

老朽化に伴い現在より高所へ建替えを行い、災害活動の拠点として機能を確保します。

７ 学校支援員の配置（５４５万円）

支援員を１名増員し、基礎学力の向上と定着を図ります。

８ えりも岬小学校暖房機更新事業（1,896万円）

老朽化に伴い機能低下した暖房機を更新し、教育環境の改善を図ります。

９ 除雪機械・スクールバス車庫建設事業（7,409万円）

車両の維持管理の効率化のため、除雪機械１台とスクールバス４台分の車庫を建設します。

平成26年度の主な事業

１ 防災・災害対策関連事業（1,083万円）

毛布や小型石油ストーブなどの災害用備品や備蓄用食糧の購入を実施します。なお、今年度

は携帯用発電機についても整備します。

２ すこやか赤ちゃん誕生祝金（180万円）

子育て支援として、出生１名につき３万円相当を現金又は商品券により助成し、子育て世帯

の支援と町内商店の利用促進を図ります。

３ 子育て世帯医療費支援事業（660万円）

中学生までを対象に、負担した医療費の一部相当額を商品券で助成することにより、子育て

世帯の支援と町内商店の利用促進を図ります。

４ 水産環境整備事業（3,093万円）

機械式雑海藻駆除と、その効果による魚類の繁殖環境の整備を図ります。

５ エゾシカ被害対策事業（2,５６7万円）

捕獲奨励金の支出を継続し、有害鳥獣駆除体制の維持を図ります。

６ 森林基幹道えりも線改良事業負担金（1,650万円）

森林基幹道えりも線に係る改修事業（道営事業）で、今年度は橋上部工や道路改良を実施し

ます。事業期間は平成29年度まで。

７ 住宅改修工事等補助金事業（750万円）

町内業者が施工する住宅の新築や増改築工事に対して、その経費の一部を助成することで住

宅環境整備を促進し、建設業の振興と雇用の安定を図ります。

斬新規事業

葛継続事業



平成12年産業医科大

学医学部卒業。平成13

年同大学小児科学教室

入局後、多摩南部地域

病院、平成15年産業医

科大学付属病院小児

科、平成16年北九州総

合病院小児科、平成17

年住友金属工業㈱など

の産業医、平成25年北

九州総合病院小児科を

経て、町立国保診療所副

所長に就任。

■なかやま てつろう

昭和49年３月生まれ。

福岡県出身。
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四
月
一
日
よ
り
町
国
保
診
療
所
小
児
科
診
察
を
開
始

小
児
科
医
中
山
哲
郎
氏
着
任

ま
せ
ん
で
し
た
が
、

小
児
科
の
開
設
に

よ
り
保
護
者
や
お

子
さ
ん
の
負
担
を

大
幅
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

町
は
内
科
、
外

科
、
小
児
科
の
三

診
体
制
に
よ
り
、

一
次
医
療
や
急
性

期
医
療
に
対
応
し

た
医
療
体
制
と
な

り
ま
し
た
。

北
九
州
と
違
っ
て
風
が
強
い
た
め
か
体

感
温
度
も
低
く
、
寒
い
と
言
う
よ
り
、
痛

い
で
す
ね
。
診
療
所
で
は
い
つ
も
私
だ
け

「
寒
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
子

ど
も
が
と
て
も
多
い
と
い
う
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
二
十
年
以
上
も
前
で
す
が
、
バ

イ
ク
で
北
海
道
一
周
し
た
時
、
え
り
も
岬

も
通
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

医
者
は
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
だ
と
思
い
ま

す
。
医
師
、
保
健
師
、
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
と

タ
ッ
グ
を
組
み
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
安

全
安
心
を
守
り
ま
す
。
出
来
る
限
り
の
こ
と

は
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
色
々
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
高
地
方
の
医
療
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
な
の
で
、
日
高
の
医
療

に
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
山
先
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

四
月
一
日
、町
国
保
診
療
所
に
小
児

科
医
の
中
山
哲
郎
医
師
が
着
任
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
小
児
科
は
、近
隣
市
町
村

の
医
療
機
関
を
受
診
し
な
け
れ
ば
な
り

４月８日（火）診察室にて撮影

医者は社会的インフラ。
医師、保健師、診療所スタッフと
タッグを組み、子どもたちの健康や
安心安全を守りたい。

○
小
児
科
の
先
生
に
な
っ
た
、
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
が
好
き
で
あ
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
小
児
科
に
は
無
限
の
未
来
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
達
の
明
る
い
将
来
と

未
来
は
、
子
ど
も
達
の
健
康
を
守
る
小
児
科

医
に
懸
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
非
常
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
る
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
の
医
療
に
携
わ

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

○
町
の
第
一
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

○
マ
ラ
ソ
ン
が
趣
味
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
町
で
新
た
に
始
め
た
い
こ
と

は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

北
九
州
で
も
釣
り
を
し
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。
海
が
近
い
の
で
、
ま
た
釣
り
を
始

め
た
い
で
す
ね
。
あ
と
休
日
に
は
、
バ
イ

ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け
た
い
で
す

○
町
の
子
ど
も
を
診
察
し
て
、
気
に

な
っ
た
点
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

町
の
子
ど
も
は
、
と
て
も
素
直
で
優
し

く
伸
び
伸
び
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
暮
ら

す
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
、
時

代
や
情
報
に
左
右
さ
れ
ず
高
い
経
験
値
に

基
づ
い
て
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
姿
を

見
る
と
、
核
家
族
化
の
進
行
や
様
々
な
医

療
情
報
が
交
錯
す
る
都
市
部
の
家
庭
と
比

べ
、
家
族
の
力
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

○
小
さ
い
お
子
さ
ん
を
持
つ
、
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
。



6

消
防
団
に
永
年
勤
続
し
、
そ
の
勤
務

成
績
が
優
秀
で
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ

る
個
人
に
贈
ら
れ
る
消
防
庁
長
官
永
年

勤
続
功
労
章
を
坂
田
充
さ
ん
が
受
章
し

ま
し
た
。
役
場
庁
舎
で
行
わ
れ
た
伝
達

式
に
は
、
高
橋
康
慶
支
署
長
、
桑
折
英

俊
消
防
団
長
、
神
田
章
司
副
団
長
、
大

西
正
紀
副
町
長
が
出
席
し
、
章
記
と
功

労
章
を
岩
本
溥
叙
町
長
か
ら
伝
達
さ

れ
、「
会
社
経
営
の
傍
ら
三
十
三
年
間

に
渡
る
消
防
業
務
に
敬
服
し
ま
す
。」
と

功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

受
章
し
た
坂
田
さ
ん
は
、「
入
団
以

来
、
大
き
な
災
害
も
な
く
経
過
し
た
こ

と
が
幸
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

坂
田
さ
ん
は
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
に

日
高
東
部
消
防
組
合
え
り
も
町
消
防
団
の

団
員
と
な
り
、
平
成
十
四
年
同
部
長
、
平

成
十
六
年
か
ら
現
在
ま
で
同
副
団
長
と
し

て
積
極
的
に
消
防
任
務
遂
行
に
あ
た
り
、

部
下
団
員
の
教
育
強
化
、
技
術
の
向
上
へ

努
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
機
材
の
整
備
充
実
、
防
火

思
想
の
普
及
に
意
欲
的
に
取
組
み
、
地

域
防
災
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
も
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
に
は
北
海
道

知
事
よ
り
勤
続
三
十
年
で
永
年
勤
労
章

を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

長年の地域防災に貢献 坂田充さん消防庁長官功労章 ３月2７日

Town
タウンニュース

News
町の主な出来事

多くの教職員が赴任
新
た
に
え
り
も
町
へ
赴
任
さ
れ
た

先
生
や
新
採
用
の
先
生
方
二
十
三
名

に
、
西
川
一
郎
教
育
委
員
長
か
ら
辞

令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

服
務
の
宣
誓
で
は
、
新
採
用
で
え
り

も
中
学
校
教
諭
の
池
下
花
織
さ
ん
が

代
表
で
宣
誓
書
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
激
励
会
を
行
い
、
岩
本

溥
叙
町
長
と
岡
本
仁
校
長
会
長
が
出

席
し
て
歓
迎
の
挨
拶
、
え
り
も
中
学

校
長
の
松
田
拓
美
さ
ん
か
ら
赴
任
者

を
代
表
し
て
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

今
年
度
は
各
小
学
校
の
学
級
増
に
伴

い
、
教
職
員
定
数
も
増
え
た
た
め
、

多
く
の
先
生
が
赴
任
し
て
い
ま
す
。

４月４日

４月７日

町
商
工
会
女
性
部
（
坂
田
三
枝
子

部
長
）
が
、
児
童
の
交
通
安
全
を
願

い
、
黄
色
の
毛
糸
で
編
ん
だ
交
通
安

全
の
お
守
り
を
、
新
入
学
児
童
六
十

一
名
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

え
り
も
小
学
校
の
入
学
式
が
行
わ

れ
た
四
月
七
日
、
町
商
工
会
女
性
部

員
、
町
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会

委
員
、
岩
本
溥
叙
町
長
か
ら
、
新
し

い
ラ
ン
ド
セ
ル
に
お
守
り
を
付
け
て

も
ら
う
と
、
児
童
た
ち
は
と
て
も
う

れ
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
交
通
安
全
の
お
守
り
は
、
昭

和
五
十
二
年
か
ら
毎
年
、
新
入
学
児

童
へ
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

児童の交通安全を願い
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スポーツ公園トイレ完成 ４月１８日
昨
年
十
一
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
公
園
ト
イ
レ
の
建
築
工
事

は
、
今
年
二
月
二
十
八
日
に
完
成
し
ま

し
た
。
町
民
や
工
事
関
係
者
を
対
象

と
し
た
見
学
会
が
四
月
十
八
日
に
実

施
さ
れ
、
約
五
十
名
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
ト
イ
レ
の
特
徴
は
、
木
材
の

地
産
地
消
を
促
進
す
る
た
め
、
地
元

産
木
材
を
積
極
的
に
使
用
し
、
吸
湿

性
、
断
熱
性
に
優
れ
た
温
も
り
の
あ

る
ト
イ
レ
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐

車
場
横
に
完
成
し
た
こ
と
で
、
一
般

利
用
客
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
多
く
訪
れ

る
観
光
客
に
利
便
性
の
向
上
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

地域産業との共存へ４月14日
四
月
十
四
日
、
環
境
省
北
海
道
地

方
環
境
事
務
所
え
り
も
自
然
保
護
官

事
務
所
（
蔵
本
洋
介
所
長
）
の
開
設

式
が
、
岩
本
溥
叙
町
長
な
ど
約
五
十

名
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
個
体
数
増
加
に
よ
る
ゼ
ニ

ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
の
漁
業
被
害
が
深
刻

化
し
た
こ
と
を
受
け
、
地
域
産
業
と

の
共
存
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
地

域
と
密
着
し
て
行
う
こ
と
を
目
的

に
、
旧
東
洋
保
育
所
内
に
開
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
個
体
群
の
存
続
可
能
性

の
再
評
価
や
被
害
防
除
対
策
を
行
う

予
定
で
す
。

町
営
野
球
場
オ
ー
プ
ン
を
前
に
、

表
土
の
飛
散
防
止
と
保
護
の
た
め
冬

期
間
敷
い
て
い
た
ネ
ッ
ト
を
、
地
元

野
球
少
年
団
、
中
学
校
や
高
等
学
校

野
球
部
な
ど
四
十
名
が
撤
去
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

朝
九
時
か
ら
始
ま
っ
た
作
業
は
二

時
間
程
度
で
終
了
し
、
こ
の
後
、
重

機
に
よ
る
転
圧
作
業
を
経
て
使
用
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
町
営
野
球
場
の
利
用
は
十

月
三
十
一
日
ま
で
で
、
利
用
申
請
な

ど
の
手
続
き
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
体
育
振
興
係（
町
民
体
育
館
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

オープン前にシートを撤去 ４月12日

アベヤキ川に鯉のぼり４月21日「
交
通
安
全
と
大
漁
」の
願
い
を
込

め
て
、
漁
協
近
笛
青
年
部
（
堤
是
隆

部
長
）
で
は
、
今
年
も
各
家
庭
で
使

わ
な
く
な
り
集
め
た
鯉
の
ぼ
り
約
五

十
数
匹
を
ア
ベ
ヤ
キ
川
に
取
り
付
け

ま
し
た
。
風
を
受
け
て
元
気
に
泳
ぐ

姿
は
、
子
ど
も
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
ア
ベ
ヤ
キ
川
の
風
物
詩
と

し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
た
鯉
の
ぼ

り
も
一
時
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、「
も
う
一
度
、
子
ど
も
た
ち
に
見

せ
た
い
」
と
の
気
持
ち
か
ら
、
同
青

年
部
が
二
年
前
に
復
活
さ
せ
た
も
の

で
す
。
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シリ
ーズ

生
涯

学
習

だ
よ

り

三
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
町
内
の
小
学
五
年
生
と

六
年
生
九
名
が
、
町
青
少
年
健

全
育
成
協
会
主
催
で
行
わ
れ
た

「
さ
っ
ぽ
ろ
施
設
見
学
＆
体
験

ツ
ア
ー
」
に
、
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
札
幌
市
下
水
道
科

さ
っ
ぽ
ろ
施
設
見
学
＆
体
験
ツ
ア
ー

学
館
、
札
幌
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競

技
場
展
望
台
、
札
幌
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
三
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夜

は
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ａ
に
設
置
さ

れ
て
い
る
観
覧
車
か
ら
札
幌
の
夜

景
も
楽
し
み
ま
し
た
。

二
日
目
は
Ｎ
Ａ
Ｃ
札
幌
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
で
参
加
者
全
員

初
挑
戦
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
・
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
行
い
、
係
員
の

指
導
の
も
と
、
個
々
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
た
壁
の
高
さ
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

■社会教育課
・社会教育係2-2526

・文化図書係2-2526

・児童クラブ係

2-2233

・体育振興係2-4628

■郷土資料館
・文化財係2-2410

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
外

子育てテレホンサービス【緯2-3715】

内 容期 間

「過保護と過干渉」について考える５/１～５/８幼児期

「家事の手伝い」について考える５/９～５/１５小学生期

「中学校の反抗期」の育て方５/１６～５/２２中学生期

小学校入学前にしつけたい基本的生活習慣５/２３～５/３１親の学習

社会教育関係委員紹介

町の社会教育やスポーツ振興のた

めに、活動してくださる方々を紹介

します。（敬称略）

任期はいずれも４月１日から２年

間です。

・横畠 均
・益田 昇悟
・運上 英昭
・川﨑 尚子
・南 誠悟

・植木 美範
・東 敏克
・佐々木 智

・江川 征秀
・銅谷 虎二
・髙橋 幸輝

音声テープによるサービスです。※会話はできません。

□社会教育委員

□スポーツ推進委員

札幌市下水道科学館に札幌市下水道科学館にてて

が
ん
ば
れ
鎧
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

え
り
も
岬

ウ
ィ
ン
デ
ィ
ー
ズ

■
練
習
場
所

○
岬
小
体
育
館（
週
一
回
）

十
七
時
か
ら
十
九
時

○
第
二
体
育
館（
週
二
回
）

十
六
時
半
か
ら
十
九
時

※
冬
期
間
は
第
二
体
育
館

（
週
３
回
）

■
練
習
日

火
・
金
・
土
曜
日

■
加
入
対
象

小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生

■
連
絡
先

岬
小
学
校

松
田
ま
で

（
緯
三
・
一
一
一
四
）

え
り
も
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
少
年
団

■
練
習
場
所

○
え
り
も
町
民
体
育
館

○
え
り
も
小
学
校
体
育
館

■
練
習
日

火
・
木
・
金

（
時
々
土
曜
日
の
練
習
も
有
）

■
加
入
対
象

小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生

■
そ
の
他

見
学
大
歓
迎
。
直
接
練
習

会
場
に
ま
で
。

目
指
せ
！
全
道
大
会
出
場
！

う
ま
く
な
る
の
が
楽
し
い
！

う
ま
く
な
れ
ば
も
っ
と
楽
し
い
！

・池田 由美
・山中 智彰
・高橋 祐之
・中村 幸子
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「弁 当 男 子」
池田 將友 著

第１回「ありがとう大賞」
特別賞受賞作。「僕が
作った弁当を味見してく
れ」茶色くてしょっぱい
弁当を巡る、先生と男子
高校生の思わず心がほこ
ろぶ物語。

新新し新しいい本
図 書 室 だ よ り

図書コーナーを設置しました
ー５月の連休にお薦めしたい本ー

４月１４日から３０日までの期間、図書室

内で連休にお薦めしたい旅行や趣味に

役立つ「本」のコーナーを設置しました。

普段、本の背表紙は見なれていた方

も、改めて表紙を見ることで、印象が変

わり、手に取って眺める様子が見受けら

れました。

今月おすすめする本 《児童書》

■本当にこわい！学校の怪談スペシャル／実業
之日本社

■ひーっ！怪奇現象＆幽霊ＤＸ／実業之日本社
■こども歴史人物新聞／小林 隆 監修
■パパ・カレー／武田 美穂

■人とお金／斎藤 一人
■面倒だから、しよう／渡辺 和子
■血の轍／相場 英雄
■限界捜査／安東 能明
■小さな博物誌／片山 俊彦

《一般書》

毎
月
広
報
で
日
程
を
お
知
ら

せ
し
て
い
た
「
子
育
て
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
が
、
五
月
三

十
一
日
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
す
。

「警視庁捜査二課
郷間彩香 特命指揮官」
梶永 正史 著

知能犯担当女刑事VS犯
人集団の奇想天外な狙い
渋谷のデパート内の銀行
で立てこもり事件が発生
する。本作は2014年第
12回「このミステリーが
すごい！」大賞 大賞受
賞作。

◆◆生涯学習だより◆◆

体
験
陶
芸
教
室

受
付
は
五
月
十
日
か
ら

一

開
催
期
日

五
月
二
十
一
日
、
十
八
日

六
月
十
一
日

二

時
間

午
前
の
部
は
九
時
半
か
ら

十
二
時
ま
で
。
午
後
の
部
は

十
八
時
半
か
ら
二
十
一
時
ま

で
。

三

定
員

午
前
・
午
後
の
部
と
も
各

十
二
名
で
先
着
順
。
小
学
生
は

お
知
ら
せ
①郷

土
資
料
館

保
護
者
同
伴
。

四

参
加
費

五
〇
〇
円
（
粘
土
一
キ
ロ
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

郷
土
資
料
館（
緯
二
・
二
四
一
〇
）

お
知
ら
せ
②社

会
教
育
課

子
育
て
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
の
終
了

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も

に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
の
習

得
に
限
ら
ず
、
挨
拶
や
礼
儀
の

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
え
り
も
小
学
校
、
笛

舞
小
学
校
、
東
洋
小
学
校
、
庶

野
小
学
校
の
四
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
の
九
名
が
活
躍

中
！
見
学
や
体
験
は
随
時
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
送
り
迎

え
は
保
護
者
の
協
力
に
よ
り

行
な
い
ま
す
の
で
、
負
担
に
な

り
ま
せ
ん
。

年
度
初
め
の
四
月
を
皮

切
り
に
、
翌
年
二
月
ま
で
多

く
の
大
会
に
出
場
し
、
全
道

大
会
出
場
を
目
標
に
日
々

の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、ク
リ
ス
マ
ス
会
や
卒
団

式
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
交
流
も
図
り
、楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
小
学
校
一
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
の
十
三
名
が

活
躍
し
て
お
り
、
見
学
者
や

入
団
者
を
募
集
中
で
す
。
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大
雨
に
よ
り
重
大
な
災
害

が
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

予
想
し
た
場
合
に
大
雨
警
報

を
発
表
し
ま
す
。
大
雨
に
よ

る
災
害
は
、
低
い
土
地
に
水

が
集
ま
っ
て
起
こ
る
浸
水
害

と
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂

災
害
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
土
砂
災
害
は
、
土
壌
中
に

溜
ま
っ
た
雨
水
が
多
い
ほ
ど

発
生
の
可
能
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
降
っ
た

雨
と
今
後
数
時
間
に
降
る
と

予
想
さ
れ
る
雨
量
か
ら
、
土

の
中
の
水
分
量
を
計
算
す
る

「
土
壌
雨
量
指
数
」
を
用
い

て
い
ま
す
。

大
雨
警
報
が
発
表
中
で
、

更
に
土
砂
災
害
の
危
険
度
が

高
ま
っ
て
い
る
場
合
に
、
地

方
自
治
体
が
行
う
避
難
勧
告

等
の
判
断
や
、
住
民
の
自
主

的
な
避
難
行
動
の
判
断
な
ど

の
参
考
と
な
る
よ
う
、
北
海

道
と
気
象
台
が
共
同
で
土
砂

災
害
警
戒
情
報
を
発
表
し
て

い
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、

過
去
の
降
雨
記
録
と
土
砂
災

害
の
発
生
状
況
か
ら
判
断
さ

れ
、
市
町
村
毎
に
発
表
さ
れ

ま
す
。
こ
の
情
報
が
発
表
さ

れ
た
ら
、
崖
の
近
く
な
ど
土

砂
災
害
の
発
生
し
や
す
い
地

区
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
早

め
の
避
難
を
心
が
け
る
と
と

も
に
、
市
町
村
か
ら
発
表
さ

れ
る
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
室
蘭

地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

（
緯
〇
一
四
三
‐
二
二
‐
四

二
四
九
）
ま
で
。

チリ地震
による津波

４
月２日チリ北部沖でマグニュード8.2の

巨大地震が起こり、この地震により発生

した津波が日本にも到達しました。北海道の

太平洋沿岸地域にも20㎝から30㎝程度の津

波が到達しえりも町でも30㎝強の津波が観

測されました。えりも本町には北海道大学地

震火山研究観測センターの検潮所が設置され

ており、今回の津波も観測されています。その

観測記録によると、３日の午前６時すぎに津

波の第１波（波高10㎝程度）が到達し、その後

も後続の津波が10分程度で繰り返し到達し、

徐々にその波高を増していく様子が捕えられ

ています。午前８時すぎには津波は30㎝超

え、その後も30㎝程度の津波はおさまらず13

時まではその程度の津波が続いています。15

時を過ぎるとようやく20㎝程度以下になっ

ています。このようにチリのような遠くから

来る津波は後から来る波の方が最初に到達す

る波よりも大きくなり、長時間継続するのが

特徴です。

今
回気象庁は津波注意報を３日未明から

出し、18時頃解除しました。半日近くも

津波注意報が出ていたのはどうしてなのか？

と不思議に思う人や、安全を見すぎているの

では？と思った人も多かったのではと思いま

す。しかし、えりも町での津波観測の記録から

も明らかなように実際に30㎝程度の津波が

幾度も７時間程度は続けて押し寄せていたの

です。ここで30㎝の津波がどうして危険なの

かと思われるかも知れません。実際、風が強い

えりも町では波の高さが５ｍを超えることは

一般的でしょう。しかし、風で発生する波と津

波はその性質がまったく違います。津波の場

合、押してはかえす波の間隔は10分程度と非

常に長くなります。つまり30㎝の引き波が10

分間続くことになり、船は10分間継続して沖

に流されることになります。その後、10分間

また違った方向に流されることになります。

これが、30㎝の津波でも、沿岸では危険が伴

う原因です。津波注意報が長時間出されるの

にはきちんと意味があり、その間は沿岸に近

づかないよう心掛けてください。また、津波の

高さを甘くみないでください。町民の津波へ

の理解が進み、防災意識が高まることを期待

します。

気
象
台
か
ら
の

防
災
メ
モ

□１１

谷岡勇市郎

北海道大学地震火山研
究観測センター 地震
観 測 研 究 分 野 教 授
Ph.D。
米国ミシガン大学博士
課程修了後、気象庁気象
研究所研究官、北海道大
学助教授を経て2010年4
月より現職。専門は地
震学（巨大地震・津波）。

防
災

情
報
版 ○42
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血圧測定でのひとコマ

新人保健師を紹介しますに
住
ん
で
い
た
の
で
、
海
の
あ
る
町
で

の
生
活
は
初
め
て
で
す
。
し
か
し
、
僕

の
名
前
は
海
斗
と
い
う
の
で
、
来
る
べ

き
と
こ
ろ
に
来
た
と
い
う
感
じ
が
あ
り

ま
す
。

え
り
も
町
に
住
み
始
め
て
ま
だ
日
が

浅
く
、
わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
、
気
候
や
風

土
、
習
慣
、
海
の
あ
る
町
で
の
生
活
や

住
民
の
み
な
さ
ん
の
事
な
ど
、
知
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

男
性
保
健
師
が
働
く
の
は
初
め
て
と

い
う
事
で
、
み
な
さ
ん
に
は
あ
ま
り
馴

染
み
が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
家
庭
訪

問
や
検
診
事
業
な
ど
で
、
み
な
さ
ん
と

積
極
的
に
関
わ
り
、
名
前
と
顔
を
覚
え

て
も
ら
い
、
男
性
保
健
師
が
い
る
事

が
、
当
た
り
前
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
保
健
師
で
す
が
、

み
な
さ
ん
の
お
力
を
借
り
つ
つ
、
僕
も

役
に
立
て
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

５月の保健メモ

は
じ
め
ま
し
て
。
四
月
か
ら

え
り
も
町
の
保
健
師
と
な
り
ま

し
た
、
清
水
海
斗
で
す
。

僕
は
、
空
知
管
内
の
三
笠
市

で
生
ま
れ
育
ち
、
就
学
の
た
め

高
校
か
ら
の
七
年
間
は
、
札
幌 清水海斗

会 場時 間実施日行 事
町立診療所（要予約）15：30～16：00１日(木)

二種混合予防接種
庶野診療所（要予約）14：00～16：0022日(木)
福祉センター10：00～1１：309日(金)、23日(金)風の子ひろば（育児サークル）
保健センター（個別通知）９：00～11：0013日(火)乳児健診
保健センター（要予約）13：30～14：3014日(水)、28日(水)精神科巡回診療
保健センター（要予約）13：30～15：30２1日(水)マミィ教室（１回目）
保健センター（個別通知）08：45～17：0026日(月)春の歯科健診（※）
保健センター13：00～15：3029日(木)献血
保健センター（要予約）13：30～15：3030日(金)離乳食教室（ゴックンベビークラス）

保健センター（要予約）

13：50～14：00

8日(木)、22日(木)

三種混合予防接種
ＢＣＧ予防接種
不活化ポリオ予防接種

14：00～14：10ヒブワクチン予防接種
14：10～14：20小児用肺炎球菌ワクチン予防接種
14：20～14：30四種混合予防接種

町立診療所（要予約）15：30～16：00麻しん・風しん混合予防接種
町立診療所（要予約）15：30～16：006月5日(木)二種混合予防接種

（連絡先 役場保健福祉課 保健指導係・保健予防係 緯2-4630）

●保健センター
予約が必要です。保健予防係へお申し込みください。

●庶野診療所（緯4-2219）
三種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん混合・ヒブ・小児
用肺炎球菌、不活化ポリオ、四種混合の個別予防接種
①実施日……毎週月・木曜（2日前まで予約）
②時 間……14：00～16：00

●町立診療所（緯２-2265）
麻しん風しん混合・二種混合の予防接種
前週の金曜日までに保健予防係へお申し込みく

ださい。

●浦河赤十字総合病院（緯0146-22-5111）
ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種
小児科外来にお申し込みください

※ 上顎前歯の生えている１歳未満のお子さんも春の歯科健診を受けることができます。希望する
方は保健予防係までご連絡ください。

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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小牧に入港した同船を佐々木町長らが出迎え、岩

間久美子さんと五野井真理子さんが、ミス苫小牧

と船長らに花束を贈呈。降船客に観光パンフレッ

トを手渡して、襟裳岬観光もＰＲしました。

庭木ブームで、えりもシャクナゲが脚光を浴び

たため、町は３年計画で町有林のシャクナゲ７万

本の売却を決め、秋の「植木市」には町外からも

大勢が詰めかけて賑わいました。

名誉町民・髙松勇策氏が11月６日、84歳で死去

し、町葬を執行して、長年の功績に報いました。

昭和40年に着工した笛舞漁港が完成し、１１月に

地元と関係者が竣工を祝いました。

昭和４７年１月２６日、町内を札幌オリンピック冬

季大会の聖火が通過しました。各市街地では、地

元の青少年が聖火ランナーと伴走者の大役を担

い、様似町に無事引き継ぎました。

自動車の急速な普及で、４６年には町内で交通事

故が多発し、死亡７人という暗い記録になったた

め、２月の交通安全町民大会では、部会ごとに事

故防止対策を真剣に協議しました。

佐々木隆人町長は、就任後初の町政執行方針

で、教育施設の充実、道路舗装と側溝の整備、交

通対策を３本の柱に掲げました。

６月には、スポーツ公園の建設計画に着手し、

土地所有者４７人の協力を得て、９月までに１７万㎡

の用地買収を終えました。

国道と道道の改良舗装工事が継続的に行われ、

秋までに総延長１１ｋｍの舗装が完成して、町の動

脈は全面舗装へと大きく前進しました。

東京港と苫小牧港を結ぶフェリー「えりも丸」

（８千トン）が８月に就航。処女航海を終えて苫

スポーツ公園計画や笛舞漁港完成など

昭和4７年広報紙で見る町の歩み

本町市街で聖火の引き継ぎ点火

初の調査地が蝦夷地でした。江戸から根室海峡の

別海までの引き返えす行程の往復時に猿留山道を

通過しています。そのため忠敬は襟裳岬に立つこ

とはありませんでした。

忠敬の著書「蝦夷干役志」には、「８月23日（旧

暦７月２日）８時頃（幌泉）出発。海岸を約２キ

ロ行って新道（猿留山道）へ入る。昼食所までは

少し上下はあるが平地と同じ。それから山坂が多

く難所である。」と記述されています。

忠敬ら一行は、測量しながらも１日で幌泉から

猿留（現・目黒）へ到着。星や太陽の位置を測量

するため27日まで猿留に逗留しています。

全国を測量した伊能忠敬は、寛政12年（1800）

に猿留山道を歩き測量しています。地球の大きさ

を探求していた天文学者の高橋至時(よしとき)が

幕府に蝦夷地測量を願い出て許可され、門下生の

忠敬が任命されました。忠敬が全国を測量する最

えりも町指定文化財 猿留山道（その３）

伊能忠敬 猿留山道を測量する。

えりもＭＵＳＥＵＭ
しりょうかん

写真 伊能忠敬・松前藩蝦夷行程測量分図

（三石～ビロオ）より・国立国会図書館蔵

伊能大図など日本全国を測量した地図がありま

すが、襟裳岬のように忠敬が足を運んでいない地

域もあります。伊能の弟子たちが、他の人たちの

記録や文献を参考にし、一つにまとめあげたと言

われています。

忠敬が測量した原図(写真)には、「ホロイツミ北

極出地42度03分」と現在の測量値に近い数字が記

述されています。また、襟裳岬周辺に「不測量」

と記され、測量していないことがわかり、忠敬の

誠実さが伝わってきます。
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一

対
象
年
齢

０
歳
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
お
子

さ
ん
の
い
る
世
帯
で
す
。

二

対
象
金
額
に
つ
い
て

世
帯
の
対
象
年
齢
の
お
子
さ
ん
が
外

来
・
入
院
の
際
に
病
院
、診
療
所
、歯
科

医
院
や
調
剤
薬
局
で
支
払
っ
た
窓
口
一

情 報
町の大切なお知らせ

掲示版
総 務 課 2-2112
企 画 課 2-4612
税 務 課 2-4620
町民生活課 2-4621
保健福祉課 2-4622
・保健センター 2-4630
・地域包括支援
センター 2-4888

産業振興課 2-4624
・風の館 3-1133
建設水道課
・建設部門 2-2114
・水道部門 2-2115
出 納 室 2-4625
議会事務局 2-2113
学校教育課 2-2525
社会教育課 2-2526
国保診療所 2-2265

え
り
も
町
子
ど
も

医
療
費
助
成
事
業

部
負
担
金（
保
険
適
用
分
の
み
）が
、一

か
月
分（
月
の
初
日
か
ら
月
末
ま
で
）の

合
計
で
千
円
以
上
に
な
っ
た
場
合
。

三

申
請
に
つ
い
て

受
診
し
た
月
の
翌
月
か
ら
、三
か
月

以
内
に
一
か
月
分
の
領
収
書
を
ま
と
め

て
、役
場
保
健
福
祉
課
の
窓
口
③
へ
申

請
に
来
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
際
に
、領
収

書
、保
険
証（
国
保
、社
保
、共
済
等
）、印

鑑
を
お
持
ち
の
上
、
お
早
め
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
取
扱
い
指
定
店
の
募
集
に
つ
い
て

町
で
は
、
こ
の
「
え
り
も
子
育
て
応
援

券
」
を
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
商
店
・

事
業
所
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
指
定
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

（
一
）
町
内
に
本
店
が
あ
り
、
現
在
実
際

に
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
所

（
二
）
町
内
に
店
舗
を
有
し
、
現
在
実
際

に
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
で

え
り
も
町
商
工
会
の
会
員

（
三
）町
内
に
住
民
票
を
有
し
て
い
る
個

人
事
業
主

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係（
緯
二
・
四
六
二
二
）

え
り
も
町
保
健
師
・
看
護
師
等

奨
学
資
金
貸
付

町
で
は
、
看
護
業
務
従
事
者
等
の
確
保

を
図
り
、
地
域
医
療
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
保
健
師
・
看
護
師
等
奨
学
資
金
貸
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

一

申
込
資
格

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
十
九
条
、
二

十
一
条
及
び
二
十
二
条
に
規
定
す
る
学
校
又

は
養
成
所
に
在
学
し
て
い
る
人
で
、
養
成
機

関
を
卒
業
し
た
後
、
二
年
以
内
に
え
り
も
町

の
保
健
師
・
看
護
師
等
の
業
務
に
三
年
以
上

勤
務
す
る
意
思
を
有
す
る
人
。

二

貸
付
期
間

奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
を
卒
業
す

る
ま
で
。

三

貸
付
金
額

（
一
）保
健
師
や
看
護
師
養
成
機
関
に

在
学
中
の
方

月
額
五
万
円

（
二
）准
看
護
師
養
成
機
関
に
在
学
中
の

方

月
額
三
万
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課
保
健
指
導
係（
緯
二
・
四
六
三
〇
）

保
健
福
祉
課

保
健
福
祉
課

水
質
検
査
計
画
と
結
果
の
公
開

町
で
は
、
上
水
道
の
水
質
検
査
計
画
と

結
果
を
役
場
建
設
水
道
課
一
階
窓
口
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

建
設
水
道
課
水
道
係（
緯
二
・
二
一
一
五
）

建
設
水
道
課

え
り
も
町
住
宅
改
修

工
事
等
助
成
事
業

町
で
は
、
住
宅
新
築
や
改
修
の
工
事
費
用

が
百
万
円
（
消
費
税
込
）
以
上
と
な
る
場
合
、

そ
の
工
事
費
用
の
五
％
（
五
十
万
円
上
限
と

し
、
十
万
円
を
満
た
な
い
場
合
は
十
万
円
。）

を
補
助
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
建
設
水

道
課
建
築
管
財
係（
緯
二
・
二
一
一
四
）
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
水
道
課

町
で
は
子
育
て

世
帯
の
支
援
の
た

め
、
お
子
さ
ん
の

医
療
費
を
保
護
者

に
地
域
商
品
券

「
え
り
も
子
育
て

応
援
券
」
で
還
元

す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

お手続きの流れ
【５月受診の場合】

・６月から８月までに窓口へ

５月分の領収書１か月分をま
とめて窓口へ。受診月でのお
手続きはご遠慮ください。

・子育て応援券の発行

・５月分の領収書をまとめる
大切に保管してください。

革

革

使用期限がありますので、ご注
意ください。
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◆◆ お知らせ◆◆

佐々木弥貴ちゃん
さ さ き さ き

（昇・亜矢子）
Ｈ25.5.7生(新浜)

食べることが好きで、

果物などがお気に入り

です。

丸山道誠くん
まるやま みちせ

（智弘・香織）
Ｈ25.5.9生(庶野)
暴れザル。

渋田丈太朗くん
しぶた じ うたろう

（英樹・千晶）
Ｈ25.5.13生(新浜)

姉達に、めちゃくちゃ

可愛がられるヤンチャ

坊主です。

山形颯一朗くん
やまがたそういちろう

（慎之佑・あかり）
Ｈ25.5.17生（えりも岬)
「パパ大好き鎧毎日お

姉ちゃんにやられっぱ

なしの泣き虫です。」

渡部大空くん
わたなべ そら

（太志・沙弥佳）
Ｈ25.5.19生(えりも岬）

いつも元気竃お姉ちゃ

んやじぃじと遊ぶのが

大好きです竃

田中夢乃ちゃん
た な か ゆ め の

（靖浩・麻美）
Ｈ25.5.21生(庶野)

いつもニコニコ竃踊り

とイタズラが大好きな

楽しい子です。

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

（
え
り
も
吟
社
）

鯉
動
く
水
も
二
月
の
陽
に
な
じ
む

こ
い
う
ご

み
ず

受
話
器
に
残
り
し
妻
の
声
の
ぬ
く
も
り

つ
ま

た
だ
歩
く
だ
け
の
川
岸
猫
柳

弥
生
尽
青
雲
の
こ
こ
ろ
旅
発
て
り

や

よ

い

じ

ん

鳥
曇
や
遺
せ
し
ま
ま
の
長
寿
箸

の
こ

ち
ょ
う
じ
ゅ
ば
し

山
積
み
の
漁
具
は
こ
ば
れ
て
春
港

小
山
内
栄
峰

木
村

武
舟

佐
々
木
蓉
子

佐
々
木
凌
子

鈴
木

周
子

長
岡

青
風

樺ご厚志に感謝します

焔浅 木 與次郎さん（本町）
上歌別老人クラブへ ２0,000円

焔川 越 ツ ルさん（目黒）
日高目黒郵便局へ 30,000円

焔藤 井 隆 之さん（大和）
えりも町社会福祉協議会へ 20,000円
やまと苑へ 20,000円
大和第１自治会へ 30,000円
大和第２自治会へ 30,000円

焔えりも漁業協同組合本町女性部（本町）
やまと苑へ フェイスタオル、ウエス等

斬新採用職員紹介

渡
部

大
純

企画課振興係
兼防災係

工
藤

将
斗

中央保育所

山
本

彩
香

庶野保育所

大
森

朱
美

庶野保育所

沼
館

玲
奈

建設水道課水道係
兼下水道係

あつまれ！１歳児

すくのび
「すくのび」は、「すくす
くのびのび育って」の願い
を込めたタイトルです。

熊野星那ちゃん
く ま の せ な

（圭人・由依）
Ｈ25.5.6生(近浦)

犬とボール遊びをする

のが大好き鎧元気な女

の子です。

４月から新採用
となった職員を
紹介します。保
健師は11ページ
の「こんにちは保
健師です」をご覧
ください。
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おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知

らららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

時間日 程会 場

13：15
～

15：45

６/17・７/１５
えりも相談所
（保健センター）

６/10・７/８様似相談所

６/３・７/１浦河相談所

13：30
～

16：30

6/2・4・9・11・16・18・23・25・30
7/2・7・9・14・16・23・28・30

静内相談所

自
衛
官
募
集
の
相
談

自
衛
官
を
目
指
す
方
で
、
一

般
的
な
相
談
は
、
左
記
の
自
衛

隊
募
集
相
談
員
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
自
衛
隊
募
集
相
談
員

・
植
村

昭
重
さ
ん

緯
二
・
三
九
二
二

・
岩
村
和
太
一
さ
ん

緯
〇
九
〇
・
二
六
九
一
・
五
〇
一
一

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

静
内
分
駐
所

緯
〇
一
四
六
・
四
四
・
二
八
五
五

春
の
地
域
安
全
運
動
実
施

例
年
、
五
月
以
降
は
、
車
上

狙
い
や
自
転
車
盗
な
ど
地
域
住

民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
発
生
す

る
各
種
犯
罪
が
増
加
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
自
治
体
や
地
域

住
民
と
連
携
し
て
、
道
民
の
皆

様
の
自
主
防
犯
意
識
の
高
揚
と

地
域
安
全
活
動
の
活
性
化
を
図

り
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
五
月
十
一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、

「
春
の
地
域
安
全
運
動
」
を
実

施
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

浦
河
警
察
署

緯
〇
一
四
六
・
二
二
・
〇
一
一
〇

経
営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者

の
経
営
者
の
皆
さ
ん
が
、
個
人

保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破
錠

し
て
も
一
定
の
生
活
費
等
を
残

す
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ル
が
で

き
ま
し
た
。

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理

が
明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場

合
等
に
お
い
て
個
人
保
証
が
不

要
に
な
る
こ
と
、
②
多
額
の
個

人
保
証
を
行
っ
て
い
て
も
、
経

営
が
行
き
詰
ま
る
前
に
、
早
め

に
事
業
再
生
や
廃
業
を
決
断
し

た
際
に
一
定
の
生
活
費
等
が
残

る
こ
と
を
定
め
る
「
経
営
者
保

証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
金
融
機

関
と
相
談
し
た
い
方
、
詳
し
い

こ
と
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
北
海
道
本
部（
緯
〇
一
一
・

二
一
〇
・
七
四
七
一
）
ま
で
。

技
適
マ
ー
ク
の
確
認
を
！

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
器
や
特
定
小

電
力
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
を

購
入
す
る
と
き
は
、
必
ず
技
適

マ
ー
ク
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

技
適
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
な
い

外
国
規
格
な
ど
の
製
品
を
そ
の

ま
ま
国
内
で
使
用
す
る
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
電
波
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

六
・
七
月

無
料
相
談

暖
か
く
な
り
、
ヒ
グ
マ
が
冬

眠
か
ら
目
を
覚
ま
し
ま
す
。
不

幸
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
山
に

入
る
際
は
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
こ
と

が
一
番
で
す
。
音
を
出
し
な
が

ら
歩
い
た
り
、
う
す
暗
い
と
き

は
山
に
入
ら
な
い
こ
と
や
、
ヒ

グ
マ
の
フ
ン
や
足
あ
と
を
見
つ

け
た
ら
、
す
ぐ
引
き
返
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
ゴ
ミ
は
ヒ
グ
マ
を
呼
び

よ
せ
ま
す
。
絶
対
ゴ
ミ
は
捨
て

ず
、
す
べ
て
持
ち
帰
る
こ
と
や
、

動
物
の
死
体
も
食
べ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
見
つ
け
た
ら
、
そ
の

場
か
ら
は
な
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
高
振
興
局
環
境
生
活
課

緯
〇
一
四
六
・
二
二
・
九
二
五
四

■相談日程■

平
成
二
十
六
年
度
調
理
師
試
験

一

試
験
日
時

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十

八
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

二

試
験
地

苫
小
牧
市

三

願
書
提
出
期
間

五
月
十
二
日
（
月
）
か
ら

二
十
三
日
（
金
）

ま
で
。

四

手
数
料

六
千
九
百
円
（
北
海
道
収

入
証
紙
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

受
験
資
格
な
ど
の
詳
し
い
こ

と
は
、
浦
河
保
健
所
保
健
予
防

係
ま
で
。

緯
〇
一
四
六
・
二
二
・
三
〇
七
一

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
総
合
通
信
局

緯
〇
一
一
・
七
三
七
・
〇
〇
九
九

ヒ
グ
マ
に
注
意
！

相
談
に
は
、
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
予
約
受
付
は
、
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
で
、
〇
一
四

六
・
四
二
・
八
三
七
三
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
十
月
入
学
生
募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

平
成
二
十
六
年
十
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
資
料
を
希
望
の
方

は
、
放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ

ン
タ
ー
（
緯
〇
一
一
・
七
三
六
・

六
三
一
八
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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金木水火月
5/165/155/145/135/12
○○○検査日○内 科

町

立
午前のみ午前のみ○○○外 科
午前のみ○○○13時から小児科
○○○○○庶野診

5/235/225/215/205/19
午前のみ○○検査日１３時から内 科

町

立
○午前のみ○○○外 科

午前のみ午前のみ○○○小児科
○○○○○庶野診

5/305/295/285/275/26
午前のみ○○検査日○内 科

町

立
午前のみ午前のみ○○○外 科
○○○○13時から小児科
○○○○○庶野診
6/66/56/46/36/2
○○○検査日○内 科

町

立
午前のみ午前のみ○○○外 科
午前のみ○○○１３時から小児科
○○○○○庶野診

北海道・えりも町企画課 住所：北海道幌泉郡えりも町字本町２０６番地 電話：０１４６６-2-2111

Eメール：erimo@sage.ocn.ne.jp FAX：０１４６６-2-4633 発行日：平成２6年5月8日

町立診療所・庶野診療所の診療表

3
日日

10
日
17

日
19

日
20

日
21

日
31

ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
観
察
会
（
襟
裳

岬
先
端
展
望
台
／

時
～

時
）

10

12

海
の
幸
直
売
会

し
ょ
や
～
（
庶
野

de

さ
く
ら
公
園
／

時
～
）

10

わ
ら
し
ゃ
ん
ど
・
え
り
も
ま
る
ご
と

自
然
体
験
（
笛
舞
ほ
か
／
９
時
～
15

時

分
ま
で
）

30
第

回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
町

４２
民
体
育
館
／

時
～

時

分
）

10

12

30

無
料
法
律
相
談
（
保
健
セ
ン
タ
ー
／

時
～

時
）

13

16

運
転
免
許
更
新
時
講
習
（
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
優
良

時
～

時

分
・
違

13

13

30

反

時
～

時
）

１４

16

高
松
宮
賜
杯
第

回
全
日
本
軟
式
野
球

58

大
会
（
１
部
）
日
高
地
区
予
選
大
会

○印は午前・午後とも診察

●受付時間・電話番号

・町立診療所(緯2-2265)

８時30分～11時30分

13時00分～16時30分

都合により、診療表が急
遽変更となる場合もあり
ます。ご了承ください。

５月の行事

・5/7は15時からの診療となります。

庶野診療所

① 5/19の内科、5/26の外科、5/12・
5/26・6/2の小児科の診察は、13時か
らとなります。
② 5/28の内科、5/12の外科、5/19・
5/21・5/26・6/2の小児科は、学校健
診のため午後からの診察は、15時30
分からとなります。

町立診療所

・庶野診療所(緯4-2219)

9時00分～11時30分

14時00分～16時30分

診療表は、町公式ホームページから
もご覧いただことができます①トッ
プページ②国保診療所の紹介③診療
のご案内の順で検索してください。

自治会役員の皆さまへ

自治会役員、班長、世帯数

などの変更がございました

ら、お手数でも役場企画課

広報係（緯2-4612思2-4633）
までご連絡くださいますよ

う、ご協力お願いします。

おわびと訂正について

広報えりも４月号の４ページに掲

載した、町職員の人事異動のお知ら

せで、一部掲載内容の誤りがありま

したので、おわびいたします。

正しい内容は、次のとおりです。

≪保健福祉課≫

誤）医療給付係兼保健予防係課長

正）医療給付係兼保健予防係

６ 月 の 税税 の 納 期
◆固定資産税 第１期

（納期限平成26年6月2日）

◆軽自動車税 全期

（納期限平成26年6月2日）

近浦

笛 舞

大 和

本 町

新 浜

歌 別

東 洋

えりも岬

庶 野

目 黒

合 計

（男 2,546人 女2,571人）

（平成26年3月31日現在）

169人

284人

967人

903人

679人

341人

374人

538人

712人

150人

5,117人

68世帯

115世帯

425世帯

402世帯

294世帯

133世帯

131世帯

208世帯

271世帯

75世帯

2,122世帯

転入 23人

出生 4人

転出 96人

死亡 3人

６人 月 の 税の う ご き


